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全国で注目される施策や課題は、地域で暮らす私たち
にどう影響するのか？身近に起きた出来事やトレンドなど、
幅広い分野のニュースを紹介していきます。ネットでもさ
まざまなニュースを紹介しています。

シティライフNEWS　で検索

式会社夢職人（箕面市）は、
製 造 販 売 す る 歯 ブ ラシ

「MISOKA」を9月にパリで
開 催された「 M A I S O N & O B J E T 
PARIS」に出展し、「BEST STAND 
SCENOGRAPHY」を受賞した。同展示
会はインテリア業界のパリコレとも称され、
出展自体が難しいことでも有名。今回は、
世界中から約3,000の企業や団体が出展
した。その中で同賞は、4社にのみ授与さ
れる栄えある賞。6回目の出展ではじめて
の受賞となった。社長の辻さんは、「ヨーロ
ッパのバイヤーの間では、すでに高級歯
ブラシとして認知されつつある。今後はこ
の商品を使うことによっていかにヨーロッパ
の人たちが日々幸せになれるのか、もっ
と丁寧に伝えていきたい」と話す。

「MISOKA」は、全国の百貨店や東急ハ
ンズ、ロフトなどで購入可能（取り扱い状
況は異なる場合がある）。問い合わせは、
株式会社夢職人072-720-7703。

株

11月は自転車マナーアップ強化月間 ～夕暮れ時は早めのライト点灯を～　協力：大阪府警察

自転車マナーアップ強化月間ポスター

　大阪府下における自転車関連事故は2018年8月末時点では、昨年同時
期と比べて死者数は減少しているものの、件数と負傷者数は増加している。
大阪府は全国的に見ても事故件数が多く、全交通事故に占める自転車関連
事故の割合は30％を超えている。（平成29年中、発生件数及び負傷者数は
全国ワースト）
　毎年、夕暮れが早くなる秋～年末にかけて自転車事故が増加傾向に。
相手に自分の存在を知らせるためにも、自転車に反射材を装着し、早めにラ
イトを点灯しよう。また、日頃からライトの点灯確認などの点検・整備を行って、
交通ルールを守り、事故に遭わないよう気をつけよう。

健康寿命をのばす
豊中、吹田、箕面市の取り組み
厚生労働省が発表した「平成29年簡易生命表」によると、
日本人の平均寿命は男性で81.09歳、女性は87.26歳となり、過去最高を更新した。
しかし一方で、介護保険制度における要介護または要支援の認定を受ける高齢者は年々増加している。
医療や介護に依存せず、自立した生活ができる期間である「健康寿命」の延伸が、
全国的な課題となっている。健康寿命の延伸に向けた各市の取り組みを取材した。

「MISOKA」歯ブラシがパリ展示会で受賞
部のスーパーマーケットでレジ
袋無料配布の中止を実施し
た北摂地区の10市町は、6月

のマイバッグの持参率が80%近くに達し
ていたと発表した。取り組みに参加して
いるのは、イオンリテール近畿・カンパニー、
イズミヤ、関西スーパーマーケット、光洋、
ダイエー、阪急オアシス、平和堂、万代、ラ
イフコーポレーションの9社。マイバッグな
どの持参促進とレジ袋削減を目指す協
定を2月に締結し、レジ袋無料配布の中
止は6月1日以降、同地区内の110店舗で
実施され、各社は1枚2～5円でレジ袋を
販売。実施前の5月には46.8%だったマイ
バッグの持参率は大きく向上し、6月には
目標としていた80%に近い76.6%に達し
た。今後は、まだ協定を締結していない

食品スーパーから、ドラッグストアやコンビ
ニエンスストアへも拡大していきたい考え
だ。豊中市の担当者は、「市民から一定
の理解は得られていると思う。コンビニな
どで無料配布をいきなり中止することは
難しいため、マイバッグ持参推進として取
り組みを進めていきたい」と話す。

一
北摂地区 マイバッグ持参率8割近くを達成

中市内の踏切内で倒れている
年配男性を救出したとして、市
民3人に南消防署から感謝状

が贈呈された。事故は、9月10日11時40分
頃、遮断機が下りた島田踏切内（阪急宝
塚線庄内駅近く）で起きた。男性が倒れて
いるのを発見した仲島さんは、非常停止ボ
タンを押し、急行電車が緊急停止。踏切待
ちをしていた児島さんと田口さんが駆けつ
け、3人で男性を安全な場所へと移動。119

番通報を行い救急搬送に至った。「絶対に
助けないと、と思った」と仲島さん。児島さん
は、「仲島さんが勇気を持って非常停止ボ
タンを押し、一人で救助活動をしていたの
で、田口さんと応援に向かった。豊中の安
心安全のため、
今後も地域の
見守り活動を
頑張りたい」と
話した。

豊
踏切内の男性を救助市民3人に感謝状

【 自転車安全利用五則 】

1.自転車は、車道が原則、歩道は例外
2.車道は左側を通行
3.歩道は歩行者優先で、車道寄りを徐行
4.安全ルールを守る

飲酒運転・二人乗り・並進の禁止
夜間はライトを点灯
交差点での信号遵守と一時停止・安全確認

5.子どもはヘルメットを着用

感謝状を受け取る仲島宏明さん（左）、
児島政俊さん（右）。

A北大阪は、缶入り穀物飲料
「農協の飲めるごはん」を開
発し、8月から販売を始めた。

熱や水を加えず手軽に栄養と水分補給
ができるため、災害発生直後の初動段
階に対応できる備蓄食だ。北摂産の米
や国産ハト麦や小豆を使い、アレルゲン
特定物質27品目不使用で、小さな子ども
から高齢者まで摂取可能。これまでに、
全国の自治体や民間企業、団体等で採

用されている。「避難所をはじめ、人が集
まる場所どこに行っても飲めるごはんが
ある。そのような状況になれば嬉しい」と
担当者は話す。

J
災害用食「飲めるごはん」販売開始

梅・こんぶ、ココ
ア、シナモンの3
種類。30食入り
1 ケース 単 位
（8,424円）で購
入できる。問い合
わせはJA北大阪
06-6877-5140

展示会の様子（右）
と独自開発でミネラ
ル物質を毛先にコ
ーティングし、水だけ
でつるつるに磨ける
歯ブラシMISOKA
（写真はキッズ用）。

月から9月にかけて、記録的な
猛暑や豪雨、台風などの自然
災害が各地で猛威をふるった。

年々厳しくなる気象条件の中で、農業は
甚大な被害を受けている。特に9月4日に
上陸した台風21号は、大阪府内の8割に
あたる33市町村で被害をもたらした。府内
ハウス面積の約3分の1が被災し、ビニー
ルハウスの全半壊や一部損壊による被害
金額は31.6億円にのぼる。北部でも、豊能
町で約600万円、茨木市で約220万円など
大きな被害をもたらした。ハウスの損壊で、
栽培中のトマトや葉物野菜も雨風を受け
て傷んだ。7月の豪雨でも畑や田んぼが水
浸しになり、能勢町では水稲も被害を受け
たという。露地野菜の多い箕面市では、農
作物被害が至る所で発生した。箕面市農

業委員会の稲垣さんは、市内でナスやキ
ュウリ、ゴーヤなどの野菜を栽培している。
9月初頭は収穫時期だったが、多くの作物
が台風で傷み、栽培を中止せざるを得な
くなったという。
　こうした緊急の事態を受けて、農林水
産省では再建や修繕に要する経費の一
部助成を開始したところだ。家計への影
響について北部農とみどりの総合事務所
は、「秋以降、市場価格に響いてくる可能
性はあります」と話す。自然災害の被害を
軽減する農業対策が急がれる。

7
北摂でも豪雨や台風で農業被害

被害のあった箕面市内の畑。
「次の作物を植えたくても、台
風後も雨が続き、なかなか作業
が進みませんでした」と稲垣さ
ん。多くの農家は、1～2日の晴
れ間に一気に畑を耕して植え
付けを行なったが、土壌のコン
ディションは良くないという。

成29年に接近した台風21号に
続いて、今年も接近した台風
21号が大阪各地に甚大な被

害をもたらした。箕面公園は、土砂崩落と
多数の倒木、また滝道の陥没によって昨
年から山道の一部通行止めを余儀なくさ
れていたが、１１月１日の午前１１時に全面
通行できるようになる予定だ。
　紅葉の名所である箕面公園には年間
200万人以上の観光客が訪れる。しかし相
次ぐ台風の影響により来園者数が激減。
被災後、滝上の駐車場から府道を通った
園路からしか箕面大滝には行けなくなって
いたが、今回の通行止め解除に伴って阪
急箕面駅からも暫定的に来園者が通行
できる状態となる。これから秋色が深まって
くる季節に向けて、今まで以上に観光客が

増えることを期待したい。未だ一部園路に
は狭い箇所があるため、紅葉シーズン後に
引き続き復旧工事をおこなって完全な復
旧を目指す。

平
箕面大滝につながる山道の通行止めが解除

吹 田 市 箕 面 市豊 中 市

　全ての年代がターゲットに
　減塩・禁煙対策

中市では、生活習慣病予防のため、昨年度か
ら血管の健康づくりに重点を置いている。昨年
度は特に減塩の推奨に取り組み、啓発を行っ

てきた。今後は、豊中市内で減塩メニューの提供や取り組
みを行う飲食店をまとめたグルメ冊子を作成する予定で、
現在は飲食店に出向いて協力を依頼したり、協力店にス
テッカーを貼るなど準備を進めている。市の担当者は「減
塩に興味のない人でも、行動が自然と減塩につながる社
会にしたい」と話す。また、今年はタバコ対策に取り組み、
禁煙施設の情報を公表したり、中学校に出向き、タバコを
吸いはじめないための講座を行うなど、タバコによる健康リ
スク対策にも取り組み始めている。

　体操から生まれる
　地域交流と健康増進

歳以上の高齢者に対しては、昨年度から始まっ
た「とよなかパワーアップ体操」が成果をあげて
いる。これは、足腰の筋力を鍛えることを目的に

したオリジナルの介護予防体操。特徴は、市が体操教室を
主催するのではなく、市民自らが自治会や新しいグループ
を作って自発的に体操を行う点にある。定期的に専門の職
員を派遣して正しい運動方法を伝えるが、主体はあくまで
市民。市と地域包括支援センターの職員による声かけや口
コミにより、10月現在までに69の市民グループが立ち上がっ
た。定期的に行われる体力測定でも筋力の向上が見られ、

「体が軽くなった」と感じる参加者も多いという。市は「体操
を通じて、外に出る機会が増え、それが地域づくりにもつな
がる。計420グループを目指して今後も広めたい」と話す。

豊

65

　高い市民意識と環境整備で
　検診受診率は高水準

田市では、がん検診と特定健診の受診率向上
に長年取り組んでいる。市内に医療機関が充
実していることから、医師会と連携して地域の

かかりつけ医で受診できるよう環境を整備。中には土曜日
や夜間に受診できる医院もある。また、郵送による個別の
案内や無料の健診も含め、低料金化も進めてきた。その結
果、もともと市民の健康意識が高いこともあり、特定健診、
乳がん検診、子宮がん検診は40%以上の高い受診率を
維持している。昨年度からは、禁煙治療にかかる自己負担
額を一部助成する「禁煙チャレンジ」がスタート。昨年度は
111人が届出し、そのうち今年の9月30日時点で72人が治
療を終え、助成金を申請した。今後も新規の届出を受け付
けるとともに、治療を終えた人へのアンケート調査で継続し
て禁煙の状況を追い、サポート体制の強化につなげる。

　市民に身近な場所から
　健康づくりを

内各地では、運動を日常に習慣づけるため、年
間を通して介護予防や健康づくりを目的とした体
操教室が多数開催されている。特に公園や商

業施設など、市民に身近な場所で自由参加の「ひろばde体
操」を実施したり、エキスポシティでの健康イベントにも出展
するなど、市から積極的に出向き、幅広い年齢層や、健康づ
くりなどあまり関心のない人達にも直接働きかけている。
　また、「健康・医療のまちづくり」が進められているＪＲ岸
辺駅北側の北大阪健康医療都市（愛称：健都）には3月、
健都レールサイド公園がオープン。国立循環器病研究セン
ターや吹田市民病院の監修のもと、複数のウォーキングコ
ースや健康遊具を設置。ウォーキングイベントや健康づくり
講座なども開催されており、多世代が交流し、楽しみながら
健康づくりをする場としての役割が期待されている。

吹

市

とよなかパワーアップ体操の自主グ
ループの一つ、「高川生き生き体
操」のみなさん。約25名ほどで、毎
水曜日10時からとよなかパワーア
ップ体操などを1時間行う。

減塩協力店に貼ってもらう
ステッカー（写真左）と、昨
年度募集した減塩キャッチ
フレーズ最優秀賞受賞の
ポスター（同右）。

箕面シニア塾
の簡単太極拳
（写真右）と認
知症予防トレー
ニング（同下）。

健都レールサイド
公園で実施した健
康づくり講座（写
真上）と公園や商
業施設などで行わ
れた「ひろばde体
操」（同左）。

　若い世代に参加呼びかけ
　運動する機会をつくる

面市では、若い世代の健康意識を向上させる
ため、今年度は特に、市立スポーツ施設でのス
ポーツ教室のプログラムの見直しを実施。30代、

40代をターゲットに、人気のヨガやピラティスなど目新しいス
ポーツを積極的に取り入れている。また、市内27箇所で行
なわれているラジオ体操や箕面公園での「滝道週末ウォ
ーキング」では、缶バッジがもらえるスタンプラリーを実施。
普段運動をしない人の参加につなげたいという。

　高齢者の学び・楽しみを
　多方面からサポート

齢者向けの学びの場である「シニア塾」は、太
極拳や“笑いヨガ”など健康系のコースを充実さ
せた。今年からコース数や定員も拡大したが、

定員を100人近く超える申し込みがあったという人気ぶりだ。
また昨年度からは「シニア活動応援交付金」がスタート。サ
ークルの新規設立には5万円、既存サークルが新規入会の
ための体験会などを開催した場合には2万円を支給し、近
所で趣味や体操などを楽しめる場づくりを進めている。さら
に、グループで申し込みをすれば専門スタッフによる体力測
定や運動トレーナーによるレッスンが無料で受けられる。
　来年1/19には、メイプルホールで初めての「健康長寿フ
ォーラム」を開催する。著名人による講演会や認知症の
VR体験、足底圧の測定などを予定。市民が一堂に会し、
意識を高める場になると期待されており、市は「体や認知
機能に不安がある方や、普段は健康を意識していない方
にこそ来てほしい」と話す。

箕

高

スーパーに掲示さ
れている、マイバ
ッグ持参を呼びか
けるポスター。
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